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平成 18 年 10 月 31 日 

各 位 

上場会社名 ＪＦＥ商事ホールディングス株式会社 

コード番号 3332 

本社所在地 東京都千代田区大手町二丁目 7番 1号 

本店所在地 大阪市北区堂島一丁目 6番 20 号 

問い合わせ先  総務部長  新角 彰久 

電話番号      （03） 5203－5055 

 

 業績予想の修正ならびに配当予想の修正（増配）に関するお知らせ  

 

本日、別途開示いたしました平成19年3月期中間決算短信(連結)における中間実績、および最近の業績

動向等を踏まえ、すでに公表しております平成19年3月期(平成18年4月1日～平成19年3月31日)の通期の

連結業績予想〔平成18年7月27日公表〕、通期の個別業績予想ならびに配当予想〔平成18年4月28日公表〕

を下記のとおり修正いたします。 

記 

 

１. 平成19年3月期 通期業績予想の修正（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 

 

  (1) 連結業績予想の修正                          （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

(平成 18 年 7 月 27 日公表) 
2,070,000 31,000 18,000 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 2,120,000 33,000 16,500 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） 50,000 2,000 △ 1,500 

増    減    率 （％） 2.4% 6.5% △ 8.3% 

<ご参考> 平成18年3月期実績 2,041,097 33,352 18,285 

  （参考） 1 株当たり予想当期純利益（通期） 68 円 20 銭 

 

 

  (2) 個別業績予想の修正                          （単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

(平成 18 年 4 月 28 日公表) 
12,560 11,930 11,900 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 12,560 11,930 8,490 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） ―  ―   △ 3,410 

増    減    率 （％） ― % ― % △ 28.7%

<ご参考> 平成18年3月期実績 8,487 7,857 7,800 

  （参考） 1 株当たり予想当期純利益（通期） 34 円 34 銭 
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２. 業績修正の理由 

  (1) 連結業績について 

①売上高、経常利益について 

 売上高については、中間期の業績が好調であった事に加え、下期においても引続き高水準の鋼

材需要が見込まれることから、前回業績予想（平成 18 年 7 月 27 日公表）に比べ 500 億円増の 2

兆 1200 億円を見込んでおります。 経常利益につきましても、同様に前回業績予想（平成 18 年 7

月 27 日公表）に比べ 20 億円増の 330 億円を見込んでおります。 

 

②特別損失および当期純利益について 

 当中間期において当社子会社である川商リアルエステート㈱が、保有する販売用不動産につい

て 29 億 5 百万円の評価損を特別損失として計上しました。このため、当期純利益は前回業績予想

（平成 18 年 7 月 27 日公表）に比べ 15 億円減の 165 億円を見込んでおります。 

 当該販売用不動産評価損は、川商リアルエステート㈱が茨城県土浦市に保有・販売する土浦

ニュータウン｢おおつ野ヒルズ｣について、周辺不動産の取引状況を総合的に検討した上で、バラ

ンスシートの健全性および棚卸資産の時価評価の導入（平成 20 年度）も視野に入れ、評価減を実

施したものであります。 

 

  (2) 個別業績について 

 当社の収入は、傘下子会社からの経営管理料と受取配当金によることから、営業収益、経常利

益は、当初予想どおり営業収益 125 億 60 百万円、経常利益 119 億 30 百万円となる見込みです。 

 一方、当期純利益は、上記、川商リアルエステート㈱において、販売用不動産評価損を計上し

たことに伴い、当社が保有する同社の株式につきまして関係会社株式評価損を計上したため、前

回業績予想（平成 18 年 4 月 28 日公表）に比べ 34 億 10 百万円減の 84 億 90 百万円を見込んでお

ります。 

 

 

３. 配当予想の修正(増配)について 

  (1)修正の内容（平成19年3月期） 

普通株式 1株当たり配当金（円） 

中間配当金 期末配当金 年間配当金 

前回発表予想(平成18年4月28日公表) ０   ６   ６   

今 回 発 表 予 想 ０   ７   ７   

<ご参考> 平成 18 年 3 月期実績 ０   ５   ５   

(注) Ａ種優先株式に対する配当金につきましては、定款の規定に従います。 

 

  (2)配当予想の修正(増配)の理由 

 当期の利益配当につきましては、中間実績における連結経常利益が当初見込みを上回り、通期

においても過去最高益となった前年度並みの水準が見込める状況であることから、配当予想額を

１円引き上げ、年間７円とするものであります。 
 

以 上 

 

 上記の予想は本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。 

 １株当たり予想当期純利益(通期)において、Ａ種優先株式の配当金を考慮しております。 

 


